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外来語に生じる音韻過程　（Ⅱ）＊

高橋渉

2．3．1　子　音

　前平でも述べたように，外来語が借入された際に最も問題になるのは，Lsで存在した音

や音節構造がLTには存在しない場合である。前稿ではそのうちLsに存在してLTに存在し

ない音節構造が日本語の音韻体系に組み込まれる際の様々な変化について記述した。本稿で

は個々のセグメントの同様の状況における振る舞いを記述することにしよう。

2。3。2

　まず英語に存在する子音が日本語ではどんな子音に対応するかを概観する。

（17＞　　　　Ls

　　a．両唇閉鎖音

　　　　　／P／

　　　　　／b／

　　b．歯茎閉鎖音

　　　　　／t／

　　　　　／d／

　　c．口蓋歯茎破擦音

　　　　　／tl／

　　　　　／d3／

　　d．軟口蓋閉鎖音

　　　　　／k／

　　　　　／9／

　　e．唇歯摩擦音

　　　　　／f／

　　　　　／v／

　　f．歯摩擦音

　　　　　／θ／

　　　　　／δ／

　　9．歯茎摩擦音

　　　　　／s／

　　　　　／z／

LT

／
／
D
＾
b

／
／

／t／

／d／

／tl／

／d3／

／k／

／9／

対応音無し

対応音無し

対応音無し

対応音無し

／
／

S

Z

／
／
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h．

k．

1．

口蓋歯茎摩擦音

　／1／

　／3／

鼻音

　／m／

　／n／

　／9／

側音

　／1／

　／r／

半母音

　／w／

　／j／

声門摩擦音

　／h／

　／1／

対応音無し

／
／
／
m
n
葛

／
／
／

対応音無し

　／r／

／
／W
一

／
／

／h／

　（17＞に列挙した子音のセグメントのうちLs，　LT双方に同一（ないしは近似）のセグメント

が存在するケースでは，煩雑さを避けるため例を省略する（9＞。

　ここで検討しなけれぽならないのは，Lsには存在するのにしTには存在しない場合の6例

すなわち／f，v，θ，δ，3，1／がどのようにLTの音韻体系の中に組み込まれていくか

である。

　まず英語の唇歯摩擦音の無声版／f／と有声版／v／それぞれについて検討しよう。

（18＞

a

b．

C

Ls

fight

fresh

他　多数

1ift

draft

off

gragh

他

　　　LT

＞　　Φalto

＞　　　ΦureQlu

＞
〉
〉
〉

riΦuto

doraΦuto

OΦU

guraΦu

　（18＞はしsにおいて，／f／が出現する位置別に代表例を挙げたものであるが，すべて調音法

とvoicenessという二つのパラメータは無変化のままに，唇歯音から両唇音へと調音点のみ

わずかに変えた音として日本語の中に組み込まれている。



高橋：外来語に生じる音韻過程　（ID 147

（19）　　　Ls

　　a．　　koffie（置coffee）　　　＞

　　b．　　filet（フランス語）　　＞

　　C．　　　uniform　　　　　　　　　　　　　＞

LT

kO：gi＝〈江戸＞

gire　〈明治＞

j疑niho＝mu〈大正〉

〕un1Φ0：m環

（19）は（18＞の例外にあたるが，（19a．b）はやや受け入れられた時代が古く，（19c）は現在では

／Φ／を持つ形も数多く見いだされる（ゆ。

（20）

a

b．

C

Ls

violet

value

他　多数

anchovy

heavy

event

live

eve

他　多数

　　　LT

＞　　　baioreQto

＞　　barlu：

融
　
o

謙
舗
㎞

＞
〉
〉
＞
〉

　次に⑳は同じく生起する位置別に挙げた有声両辱摩擦音の例である。すべて有声両唇閉鎖

音／b／に変化している。（19），⑳の変化を図式化すると（21）のような過程の変化となる。

（21＞

閉鎖音

摩擦音

両唇音 唇歯音

b

　すなわち／f／は対応する音がLTに存在しないため，調音法とvoicellessのパラメータを

同一に保持したまま調音点をわずかに移動させているのに対し，／v／は同じ条件で調音法

をも変えておりvoicenessのパラメータのみLsと同一に保持している。これは現代日本語

に／Φ／の有声音／β／が欠けているための「妥協」と思われる。

　次に英語の歯音摩擦音／θ，6／について検討する。
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（22）

a

b．

C

Ls

theater

thank　（you）

third

authorit：y

esthetic

他

bath

booth

health

他　多数
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＞
＞
＞
＞
＞

LT

llata：

saNklu：

sa：do

O：soriti：

esusetiQk：u

＞　　basu

＞　　bu：SU

＞　　herusu

　上記の例はdental　fricativeの無声音／θ／の例であるが，すべて／θ／〉／s／となってい

る。すなわちここでも（18＞の唇歯摩擦音の場合同様調音点のみ歯音から歯茎音へとわずかに移

動させ，それ以外の2つのパラメータ（調音法，voiceness）はしsのそれから変化はさせて

いない（11）。

（23）　　　Ls

　　a　　the

　　　　this

b．　weather

　　feather

　　他

　　　LT

＞　　za

＞　　zisu

　or　d3isu

＞　　weza：

〉　　Φeza：

　上記は（22）の有声版である／δ／の例である。ここでも／e／の場合と同様調音点をわずかに

移動させたのみで，あとの二つのパラメータは不変のままである（12）。

　子音の最後に／3／と／1／について述べておこう。／1／は周知の通り日本語には存在せ

ずこれは統一的に／r／として現れる。この場會も調音点，voiceneSSに変化はなく，唯一

SP｝£流の素性で言うなら［lateral］の値が／1／は［＋lateral］，／r／は［一latera1］とい

う部分のみの相違である。例はわずかで足りよう。

（24） Ls

life

milk：

full

他多数

＞
＞
＞

LT

raゆu

mi瓢ku

唾＞uru
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　／3／は英語においても極めて周辺的な音素で，rouge［ru：3］などフランス語からの借入

語に見られるのみである。これは日本語では最後の音は／d3u／となるので，有声の口蓋歯茎

摩擦音が同じく有声の口蓋歯茎音ではあるが調音法が変わって摩擦音から破擦音に変化して

いる。しかし前述のように元来Lsにおいても極めて生起の限られた音素であるので，事実

を指摘するのみにとどめ特に考慮しない。

2，3．3　子音の変化に関するまとめ

　以上前節では外来語（英語）からの借入語が日本語の中に取り入れられたときに示す音変

化のうち子音について例を挙げて検討した。／1／，／3／，／V／のそれぞれの例を除いて，

／f／〉／Φ／，／θ／〉／s／，／δ／〉／z／はいずれも子音を記述する際に用いられる三つのパ

ラメータのうちvoiceness，　man鍛er　of　articulation（調音法）は不変でplace　of　articulation

のみわずかに移動させていることがわかった。

　この分析にあてはまらない三例については次のことが言える。まず／1／については，こ

れが／r／に変化するということはlateralityという一つだけの素性の相違に過ぎず，元来

調音点，調音法，voicenessに変化はないと考えられる。また／3／に関しては前述の通り

もともとが周辺的な，productivi敬に欠ける音素である。すると／v／のみが調音点，調音

法とも異なるセグメントに移行したことになる。

　このような状況において，前述の三つのパラメータには（少なくとも）日本語化に際して

は次のようなパラメータ間のハイアラーキー（階層性）が存在しているように思われる。

（25）

voiceness＞manner　of　articulation＞P玉ace　of　articulation

　これは次のように解釈される。Lsに存在する音がLTに欠けている場合，まず調音点が相

違してもいいから近似の音を捜すこと，次にそれでもLTに適当なセグメントが見あたらな

かったら，調音点のみならず調音法もやや異なっていいから近似の音を捜すこと。ただし

▽olceRessに関しては必ずLsとしTは同一であることが要求される。換諭すれば（25＞のスケー

ルにおいて左側ほど変化を受けにくいことになる。我々の検討した例はこの㈱のハイアラー

キーを守っていると思われる（13）。

2．4．1　母　音

　セグメソタルな変化の最後として母音がLsからしTに借入される際に見せる質的ならび

に量的変化について検討する。外来語に含まれる母音が日本語の音韻体系の中に組み込まれ

る際に受ける様々な過程については前朝で言及したLov沁s（1975）に詳しいので本稿ではそ

の概略を本節で触れるのみにして楽節では，彼女が詳しくは言及していない英語の弱化母音

（購／∂／）の臼本語での振る舞いについて詳細に検討することにする。
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（26）

　　　Ls　　　　　　　　　　　　LT

a．／お／

　　bat　　　　　　　　　　＞　　　baQto

　　bag　　　　　　　　　　＞　　　baQGu

　　　他　多数

　　　and（h量t6〃26J　run）　　　＞　　　　eNdo

　　／A／b．

　　10ve　　　　　　　　　　　　　＞　　　　rab観

　　　1unch　　　　　＞　raNt～i
c　／っ／

　　dog　　　　　　　　　　＞　　　doQGu

　　pause（／つ：／）　　　　　　　＞　　　　PO：zu

　二重母音の長母音化ないし短音化d．

e

　maid　（／ei／）

　blazer（／ei／）

　baby　（／ei／）

　home（／ou／）

　hole　（／OU／）

語末のlowering

brandy

mo鷺ey
alley

CU「「y

hockey

＞　　me：do

＞　bureza：

＞　　bebi：

＞　　ho：mu

＞　　ho：ru

＞
＞
＞
＞
＞

buraNde：

ma簸e：

are：

kare＝

hoQke：

　（26a）は日本語に存在しない／お／が多くの場合／a／に変わることを示している。ただし

鰭α掘㍑η（野球用語）の伽4は例外的に／e／に変わっている。（26b）は同じくLTに存

在しない／A／が／a／に変わる例，（26c）は／っ／が／o／に変化した例である。これらすべ

て特に問題のある音過程とは考えられない。

　（26d）はしsにおける二重母音が長母音化あるいは短音化を引き起こすケースである。上

記以外の二重母音（／っi／，／ai／，／au／）ではこの過程は見られない（14）。

　（26e）はLovins（♂6鉱）も指摘している語来の／i：／が臼本語の中では，／e：／に一音低下

する現象である。この事実は別の機会に詳しく論じることとして，現象の指摘のみにとどめ

ておく。

2．4．3　／e／について

　英語の母音の日本語音韻体系への組み込まれ方については前述の通り概観するにとどめた
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が，本節では英語の弱化母音（弱音節で弱く発音される母音）の一つであるschwa（鶏／∂／）

の行動を詳しく検討することにする。⑳の導爆を見よう。

（27）

a
　■

b．

C
　●

d．

e
　●

Ls

baroque

manipulator

gentlema職

barrel

Babel

angel

agent

intel玉igent

capac監ty

rea1童ty

personal茎ty

qual童ty

professional

conveyor

mandolin

agltat蓬on

Bristol

period

beautif麗l

powerful

uran搬m
Bacchus

focus

bon縫s

＞
＞
＞
＞
＞
〉
＞
〉
＞
＞
〉
＞
＞
〉
＞
＞
〉
＞
〉
＞
＞
＞
〉
＞

LT

baroQku

mamPjure：ta：

d3eNωmmaN
bareru

baberu

eNd3eru

e：d3eNω

iNterid3eNto

kjapaliti

riariti：

pa：sonarltl：

kU匿or蓋ti：

puroΦeQlonaru

k：oNbea：

maNdoriN

ad3ite：loN

bur至sutoru

piriodo

bj疑：tiΦuru

pawaΦur誠

蘇ra捻1umu

baQkasu

Φo：kasu

bo：nasα

　（27＞の各回の表記法は他の場合と同様Lsはspelling，　LTの方は日本語の発音表記としてい

るが，この（27）のみLsのspe11ingに含まれるゴチック文字は当該の母音の音価が／∂／であ

ることを示しており，またしTの発音表記に生じるゴチックは前者の／∂／が日本語に入っ

た時の音価を強調するために行った便宜上の措置である。

　（27）のそれぞれを検討して言えることは，Lsの／∂／はしTの持つ五母音すべてに変化する

ということである。そして日本語の五母音のどの一つに対応するかは純粋な音韻論上の条件

付けによるというよりむしろLsの／∂／の部分が持つspellingによって決定されていると

言わざるをえない。例えばLsの／∂／に対応する部分が“a”という綴字の場合はLTでは
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／a／と発音され，“e”の時は／e／とspelling　pronunciation（綴字発音）されていることは

明白である。すると（27）に挙げたLsの／g／のしTでの具現化は日本語話者がLsでそれに対

応する単語のつづりを知っているからこそ生じたものと考えられる（15｝。

3．結 語

　本稿は前稿に引き続き，日本語に借入された外来語（特に英語）が鐵本語音韻体系の中で

どのような行動を示すかを検討した。全体を通してのまとめをする前に，前節2。4．3で検討

したspelling　pronunciationの現象に関連してLT話者のLsへの習熟の度合いの蒔代的変化

について一言雷及しておこう。㈱に挙げる例を見よう。

（28）

a

b．

C

Ls

pudding

jug

galley

（sewing）machine

waste

American

lelly

diamant（オランダ語）

Rossiya（ロシア語）

meias（ポルトガル語）

jitterb“9

〉
〉
〉
＞
＞
〉
＞
〉
＞
〉
＞

LT

puriN〈明治＞

d30Qki〈明治＞

gera（ゲラ綱り）〈明治＞

miliN〈江戸＞

ueSU〈昭和＞

merikeN〈江戸＞

zeri：〈明治＞

gilarnaN＜江戸＞

orQla（ロシア）〈江戸＞

meriねSU〈江戸＞

d3iruba〈現代〉

　これらの変化はコンサイス外来語辞典（3，4版とも）が「邦転」と称する現象である。

すなわち，「原語の発音から大幅になまって日本語に定着した語」と定義されている（同書

「使用上の注意」の項参照）。（28a）は我々が検討してきた英語からの例であり，（28b）は

それぞれ当該の箇所に記した言語からの借入である。これら邦転の例は概して江戸，明治か

ら昭和20年ごろまでに日本語の中に入ってきた語に限られる⑯。そしてこれらの語に生じ

ている音過程は我々が検討してきたそれとは大きくかけ離れたもので，これらを音韻論の枠

組みの中で説明しようとしてもあまりにも特異なものぽかりである。従ってこれらをも同時

に説明するような規則．を見つけるよりは，引引は別個に論じた方が好ましい結果が得られる

と思われる側。

　これら邦転語と我々が前稿，ならびに本稿で扱った様々な過程との本質的な差とは，邦転

語はLTの話者がほとんどといっていいほど，　Lsの音韻論的知識を持ち合わせていないと

き生じたであろうということになる。すなわち我々は⑳のような語が示す現象に対して音声

学的，音韻論的解釈を加えることはせず，むしろ現代のようにある程度の英語（ならびに他

の外国語）の知識を持った日本語話者が外来語をどのように処理するかを論じたことになる。
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　さらに言えば，現在の日本語話者は社会の一層の国際化や高等教育の普及などによって極

めて外国語（特に英語）の音に触れる機会が多く，～部では本来の日本語の音韻体系を崩す

ほどの状況に至っている。例えば註（9）で若干触れたLsで／ti／がしTで／tli／になる，ある

いは同じく／si／が／li／になるという過程も日本語話者が英語の音韻体系に熟知するにつれ

て現在では非常にしぼしぼ従来／tli：mu／と発音された語が／ti：mu／と原音に近く（あるいは

ほぼ同一に）発音されるのを聞く。また若年層においては日本語の「サ行」「ダ行」が本来

の／sa，　li，　s葛se，　so／，／da，　d3i，（zu），　de，　do／でなくそれぞれ／sa，　si，　su，　se，

so／，／da，　di，　du，　de，　do／と発音する者も多いという。

　このような意味で借入語音韻論は常に純粋な音韻論，音声学的考察とともに誉語学外の

様々な要因も考慮されなくてはならない。ただし，我々が二二にわたって論じた現象はほぼ

音韻論の枠組みに拠ったものであり，また前稿での音節構造に生じる外来語の音過程にせよ，

本稿で扱った分節音に生じる音過程にぜよいずれもしTの音韻構造にいかに過不足なくしs

の音韻構造を適合させるかという命題を外来語音韻過程は実行していることが確認されたと

考えら耀しるα8）。

註

＊　本稿は拙稿「外来語に通じる音韻過程（1）」（一高橋（1991））の続稿である。章，註，データ

　のナンバリングは，前稿に引ぎ続いた番号とし，また便宜上，末尾の参考文献には前稿で用いた

　文献も含めている。

（9＞たとえぽLsでの／s／が／1／になる場合やLsの／t／が／tli／になるのは母音／i／の前であ

　る。ただし3節を参照のこと。

（10）コンサイス外来語辞典（3版ならびに4版）によると，koffieはオランダ語から工7世紀（江戸

　時代）に日本語の中に借入されたものであり，「ヒレ」は明治時代にフランス語から借入されたも

　のであるという。／f／〉／g／の変化はいずれにせよ少数の語に見られる周辺的な変化である。

（11）　　〃26〃z6（／Oi：m／〉／telma／），　Co万η漉（／kっrinθ／〉／korinto／）に見られるように／θ／〉／t／と

　いう変化を示す例が存在する。しかしこれらの例はそれぞれドイツ語，ギリシャ語からの借入で

　あってこの変化は我々が検討しているものとはカテゴリーが異なるのでここでは考慮しないこと

　にする。（もともとLsの段階でこれらは／t／であったものである。）

（12）研究三新英和中辞典（第5版・電子ブック版）によって語宋に／δ／が現れる語を検索したがこ

　の条件を満たす全24語の中で顕本語に借入されている語は見あたらなかった。ただしたとえぽ

　瘤伽（／ti：δ／）が仮に日本語に借入されたとしたら，語宋は／zu／と変化することは容易に想像で

　きる。

（13）ただし下記のうちa．のような明らかな例外が（25）には存在する。

a

Ls

tigers　　　　＞

head　scissors　＞

rompers　　＞

cosmOS　　　＞

cosrnopo玉itan　＞

他

LT

taiga：SU

heQdo　liza：su

roNpa：SU

kosumOSU

kosumoporitaN
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b．

a

　である。ただしb．

　に00∫辮OS，00S彿の。漉α％の二例を除き，

　うえ，alveolar　fricative以外ではこの例外は生じていないように思われる。ここでは単に例外と

　して指摘するにとどめる。

㈹ただし筆者の個人語のレベルに限られるとも考えられるが力副（スポーツ用語），o認はそれぞ

　れ腫a：ru／／Q：ru／としsと／au／の長音化が起こっている。

（15）（27e）の最後の三例は上述のspelling　pronunciationの例外となる。ただし，この三例はどれも

　英語にとっても外来語であるという特殊なステータスを共有している。

⑯　コンサイス外来語辞典は借入年代の区分を昭和20年までを〈昭和〉，2！年以降をく現代〉として

　いるので，この踊りの名称の邦転は現代と区分されているが，実際は第二次大戦中に流行し，日

　本には大戦薩後に借入されたものである。

（17）例えば「オロシヤ」は原語の‘Rossiya’の語頭の／r／が極めて強く発音されるのを聞いて，そ

　の前に／o／があると聞き誤ったものである（同辞典の説明より）など，それぞれに音声学的解釈

　が可能な場合もあるが，他の単語の借入にも同じことが言えるほどに生産性の高い規則とはなり

　えないという意味である。

（18＞本稿を執筆するにあたっては，下記参考文献中に記した電子ブック版の辞典類が極めて有用で

　あった。携帯の際の簡便さもさることながら，従来の形態の辞書類ではまったく不可能な様々な

　検索（例えば語義にA，B，　Cという単語を含む見出し謡をすべてリストアップする，あるいは語

　庵の音連鎖から検索するなど）が極めて容易にできるためである。ただし現在（1991年8月）の

　ところこの電子ブックを読めるハードウエアはSONYの電子ブックプレーヤー（DD－1）に限

　られているが，これは完成の域にはほど遠いものである。液晶画面の見にくさや，ゴム製のキー

　の押しにくさなどは改善の余地がある。また検索条件によっては同一の項目を重複してリストア

　ップするなどのバグも見られた。このようなCD－ROM版の書籍の扱い方は菱川（1990）に詳し

　い。

　leggers　　　　　　＞　　　　rega：ZU

　body　scissors　＞　　　1）odi：～iza：zu

　fighters　　　　　＞　　　　Φaita：ZU

　他

に挙げた例は本来／z／であるべきセグメントが無声の／s／に変わってしまっているもの

　　　　　　に挙げた語のようにLsの有声性をLTでも保持している語も存在する。さら

　　　　　　　　　　　　　　　このような例外は語末の複数語尾の部分に限られている
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